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ワサビ新品種‘静系18号’の育成
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はじめに
静岡県農林技術研究所伊豆農業研究センター
は、2007年に「静岡県柑橘試験場伊豆分場」、「静
岡県農業試験場南伊豆分場」および「静岡県農業
試験場わさび分場」が統合され組織された研究機
関である。わさび科では1936年の「山葵研究所」
開設以来、伊豆農業研究センター開設前の「わさ
び分場」、2007～2009年の「わさび研究拠点」、
2010年からの「わさび科」と名称を変更しながら、
一貫してワサビを対象とした試験研究を実施して
いる。
その中でもワサビの新品種育成については、現
在に至るまで継続して実施され、これまで現地有
望系統の特性調査を行うとともに、‘ふじだるま’
や‘あまぎみどり’などの品種を育成した1, 2, 3)。
ワサビの種苗増殖には分根や茎頂培養を利用し
た栄養繁殖と春に採種された種子を定植苗として
利用する種子繁殖があるが、栄養繁殖による育苗
では罹病性の回避や生産コストに、種子繁殖では
定植後の根茎肥大の均一性などに問題が見られて
いた。
そこで、種子繁殖性で均一性が高く、根茎生産
性に優れた品種の育成を目指した。その結果、‘静
系18号’を育成したのでその経過と特性を紹介す
る。

育成経過
‘静系18号’は‘静系17号’を基に育成された品

種である（第１図）。‘静系17号’は現地選抜系統
‘橋場あか’の自然交雑実生から選抜を繰り返し
て育成された。栄養繁殖性品種である‘静系17号’
の実生後代には生育のバラツキがみられたため、
集団選抜法を用い、形質の固定を図った。
2005年に‘静系17号’を自家受粉し、後代を得

た。ここから2008年に７系統を選抜し集団採種し
た。この集団から生育に優れる3個体を2009年に
選抜、これを‘静系18号’の親系統とした。
親系統から集団採種された後代の生育特性を調

査したところ、‘静系17号’と比較して根茎の肥大
性に優れていた（第１表）。
この結果から‘静系18号’と系統番号を付与し

た。さらに特性調査を継続し、対照品種4)との比
較（第２表）、現地適応性試験（第３表）を実施、
品種特性を調査し、区別性、均一性および安定性
を確認した。

品種特性
‘静系18号’は種子繁殖のため、大量に均一な定
植苗が生産でき、静岡県で盛んな水ワサビ生産に
必要な形質である主根茎の肥大性に優れた品種で
ある（第２表、第２図）。分根の発生が少ないため、
葉柄を含む地上部総重量の増加は少なく（第３
図）、葉柄の基部が赤くなる。葉形は‘島根３号’
と同等の「やや丸」である4)（第４図）。また生育
が旺盛なためか葉柄基部が裂開する特性を持つ。
根茎は総太だが、生育状態が悪いと葉柄基部がや

や細くなる傾向がある。すりお
ろし品質は中程度、皮色は緑色
が濃いが、すりおろし色は淡く、
辛味は‘真妻’よりやや劣り、
甘みを強く感じる（第１表）。
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第１図 ‘静系18号’の育成経過



採種方法
‘静系18号’は種子繁殖性品種で、親となる３系
統からの集団採種により、種子を得る。親系統お
よび‘静系18号’ともに花茎の発生が多く、稔性
も高いため、一株当たりの採種量が多くなる。他
品種の花粉の混入を避けるため、専用の採種施設
での栽培とミツバチによる受粉が必要である6)。
開花が２月から始まるため、入蜂時期によっては
低温によりミツバチの活動が低下し、受粉ができ
ないだけでなく、ミツバチが死滅する恐れもある
ため、施設内の温度環境には注意する必要がある。
花茎１本の開花期間は約１ヶ月で、採種株によっ
ては連続して花茎が発生する。静岡県の受粉の適
期は、外気温が上昇し、花茎の伸長が旺盛となる
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第２表 ワサビ‘静系18号’の収穫時の生育特性および主根茎特性（わさび科伊豆市棚場試験地)

( ) (cm) (g) (cm) (cm) (cm) (mm) ( ) (cm) (g) (mm)

18 13.7 ab 41.9 265 b 30.9 a 10.1 13.4 6.9 1.7 b 109.0 a 87 a 32 a

3 13.4 ab 45.7 363 a 32.8 a 10.5 13.7 6.9 3.0 a 87.1 b 49 bc 23 b

16.6 a 42.8 287 b 31.9 a 9.8 12.7 7.2 2.1 b 84.8 b 56 b 24 b

u

11.4 b 41.5 212 c 27.9 b 10.7 13.6 6.8 2.4 ab 82.4 b 37 c 23 b

* n.s. * * n.s. n.s. n.s. * ** * **

5
u ** 1 * 5

第３表 ワサビ‘静系18号’の静岡県内ワサビ田２カ所におけ
る収穫時の生育特性および主根茎重

( ) (cm) (g) (g)

18 22.7 55.8 581 88.4

A 20.5 53.5 489 48.3

20.8 58.5 610 44.4

18 26.1 45.7 426 38.0

B 15.5 32.8 159 18.5

16.4 34.3 236 21.2

第１表 ワサビ‘静系18号’と育成母本の収穫時の生育特性および主根茎特性z

( ) (cm) (g) (g)

18 18.3 40.7 608 90 3.2 2.8 2.4 3.0 3.4

17.3 42.3 596 73 3.8 2.6 2.4 3.2 3.0

15.5 43.9 644 68 4.0 2.8 2.0 3.0 4.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

z 2010 10 2011 6
y n=35, 
x n=35, 
w n=35
v n=5, 1
u n=5, - -
t n=5, 1



３月である。

栽培上の留意点
病害抵抗性は特に示されず、軟腐病、墨入れ病

ともに罹病性がある。アブラムシ、アオムシとも
に発生が見られるため、育苗期間中の防除および
わさび田でのＢＴ剤による防除など総合的作物管
理5)が必要となる。

おわりに
ワサビは2013年の「和食」のユネスコ無形文化

遺産登録以来、和食食材の代表として、国内はも
とより、海外からも注目を浴びている品目である。
静岡県は水ワサビ産地として根茎生産を主に行っ
ているが、生産地では豪雨や台風、積雪などの自
然災害、鹿による食害などにより栽培不可能とな
るワサビ生産施設も増加し、栽培面積、生産者数
ともに減少している。
今後もわさび科では‘静系18号’の栽培の安定

化や、新たな特性を有する新品種育成など、ワサ
ビ生産振興に寄与するための研究を推進する。
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第２図 ワサビ‘静系18号’の収穫時の主根茎

第３図 ワサビ‘静系18号’の収穫時の草姿

第４図 ワサビ‘静系18号’の葉形

‘真妻’ ‘島根３号’

‘静系18号’ ‘ふじだるま’

‘静系18号’ ‘ふじだるま’ ‘真妻’ ‘島根３号’

‘静系18号’ ‘ふじだるま’ ‘真妻’ ‘島根３号’


